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心内膜炎の併発がみられた心室中隔欠損の
ホルスタイン種成乳牛の１症例
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要 約

３歳７カ月齢のホルスタイン種成乳牛が食欲不振を呈し、頸静脈怒張および収縮期雑音が聴取されたことか

ら心内膜炎が疑われた。心電心音図検査により右側心基底部からは全収縮期雑音が、左側心基底部からは駆出

性雑音が確認された。また、心エコー検査より、肺動脈弁に疣贅物が認められた。病理解剖により肺動脈弁の

疣贅性心内膜炎および高位心室中隔欠損が明らかとなった。

キーワード：心内膜炎、心室中隔欠損、ホルスタイン

北獣会誌 ５８，１１９～１２２（２０１４）

は じ め に

心室中隔欠損とは胎生期に中隔の形成過程が障害され

る先天性心奇形である［１、５－７］。牛では最も多く見られる

心奇形で、臨床症状は欠損孔の大きさと位置により様々

であり、一般的には発育不良やチアノーゼを呈するが、

軽度なものでは無症状のまま成長する場合もある［１、５－７］。

一方、心内膜炎は弁膜表面に細菌が付着して炎症性変化

が起こる疾患であり、牛では、ほとんどが疣贅性で、特

に三尖弁と肺動脈弁に生じやすいとされている［２－４、６、７］。

今回、肺動脈弁と三尖弁に心内膜炎を併発した心室中隔

欠損のホルスタイン種成乳牛の１症例に遭遇したので、

その概要を報告する。

症 例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた雌のホルスタ

イン種成乳牛３歳７カ月齢で、分娩後５カ月であり、食

欲不振との稟告で診察を受けた。初診時（第１病日）体

温３８．５℃、心拍数１１２／分で右側より収縮期心雑音が聴取

され、頸静脈の怒張を認めたため、心内膜炎を疑った。

治療を行っても状態の改善が見られず、病性鑑定のため

第１１病日に帯広畜産大学に搬入された。搬入時、体温

３８．４℃、心拍数９６／分、呼吸数３６／分で、頸静脈の怒脹と

拍動、頻脈、乳房上リンパ節と下顎リンパ節の腫大が見

られた。両側心基底部より顕著な心雑音が聴取され、雑

音の程度は Levine�／�であった。心電心音図解析の

結果より、右側心基底部からは全収縮期雑音、左側心基

底部からは駆出性雑音が確認された（図１）。心エコー

検査では、右心室の拡張と肺動脈弁近傍の疣贅物が確認

され（図２A）、また、カラードップラー検査により肺

動脈弁口部での乱流が認められた（図２B）。血液検査

および血液生化学検査では、好中球増多症、γグロブリ

ンの高値、A／G比の低値といった慢性炎症像が認めら

れた（表１）。

病理解剖検査所見および病原学的検査所見

第１３病日に実施された病理解剖では、心臓の外観は大

きく肥大し、肺動脈は直径６．５cmに拡張していた（図

３）。心室壁の厚さは、右室自由壁：心室中隔壁：左室

自由壁＝１：１．２：１．５であった。また、心臓内腔では左
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右心室腔の拡張および直径５cmの高位心室中隔欠損が

認められた（図４）。肺動脈弁には数個の疣贅物が付着

し、全体で５×５×６cmの大きさを呈しており、肺動

脈弁口部は疣贅物により重度に狭窄していた（図５）。

三尖弁にも直径５mmの疣贅物が認められた。両肺後

葉の一部に小葉構造に一致した暗赤色病変が見られ、気

管支肺炎および間質性肺炎であった。肺の割面からは膿

表１ 血液および血液生化学検査所見（第１１病日）

RBC ６．４３x１０６／μl BUN １３．８mg／dl

Hb ９．５g／dl Creatinine ０．８mg／dl

Ht ２８．０％ AST ８６U／l

Platelet ５５．５x１０４／μl ALP ２３１U／l

WBC ９，６００／μl TP ７．８g／dl

Sta ０／μl Albumin ２１．７％

Seg ６，４３２／μl α-globulin １８．９％

Lym ２，４９６／μl β-globulin １４．５％

Mon ４８０／μl γ-globulin ４４．９％

Eos １９２／μl A／G ０．２８

図１ 左側（A）および右側（B）の心音心電図検査所見。
図３ 心臓の外観は大きく肥大し、また肺動脈（PA）

は直径６．５cmに拡張していた。
心音図検査において左側からは収縮期駆出性雑音が、右側か
らは全収縮期雑音が特徴的に記録された。High：高音領域
フィルター、Low：低音領域フィルター、AB : AB誘導心電
図（１mV）。

RV：右心室、LV：左心室。

図２ （A）心エコー検査により、肺動脈弁（PV）近傍に大型の疣贅物が確認された。
（B）また、カラードップラーにより肺動脈弁付近での乱流が確認された。

AO：大動脈、RV：右心室、PV：肺動脈弁、PA：肺動脈。
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が採取された。両腎臓は腫大しており、び漫性に点状出

血が認められ、全体的に褐色を呈していた。右腎では一

部出血巣が認められ、中心は壊死しており、間質性腎炎

であった。

細菌培養検査より、肺動脈弁の疣贅物からは Es-

cherichia coli が分離された。一方、肺割面から採取さ

れた膿からは菌は分離されなかった。

考 察

本症例は、生前左右で異なる心雑音が聴取されたため、

心室中隔欠損と心内膜炎を疑ったが、心エコー検査で肺

動脈弁の疣贅物および乱流が確認できたのみであり、心

室中隔欠損を確認できなかった。しかし、病理解剖の結

果、本症例の心臓には肺動脈弁の大型疣贅物を伴う心内

膜炎のほかに、高位心室中隔欠損が認められた。肺動脈

弁口部は疣贅物により重度に狭窄しており、左側から聴

取された駆出性雑音は、これにより発生したと考えられ

た。また、右心室腔の拡張も肺動脈弁口部の狭窄による

負荷が原因であったと思われる。なお、三尖弁にも疣贅

物の付着が見られたが、直径５mmと小さく、本症例

の病態への関与については不明であった。一方、右側か

らの全収縮期雑音は、高位心室中隔欠損により発生した

と考えられ、肺動脈弁の心内膜炎と高位心室中隔欠損が

併発していたことが、左右から異なる心雑音が聴取され

た原因と考えられた。なお、心室中隔欠損では一般的に

出生時より発育不全などの症状を呈することが多い

が［１、５］、無症状のまま成長し、分娩後数カ月経過後に症

状を発現するようになる例も報告されている［８］。食欲

不振、頸静脈怒張・拍動、頻脈などの症状は、肺動脈弁

の大型疣贅物を伴う心内膜炎の影響が大きいとは思われ

るが、心室中隔欠損の影響も否定できない。心室中隔欠

損と心内膜が併発したことが臨床症状発現の契機となっ

図４ 心室中隔（VS）には高位に直径５cmの欠損孔を
認めた。

左心室（LV）から右心室（RV）にかけて欠損孔にチューブ
を通している。

図５ （A）肺動脈を（PA）を右心室側に向けて切り開いたところ、肺動脈弁に大型
疣贅物（VEG）がみられ、弁口部は重度に狭窄していた。（B）肺動脈弁（PV）
および大型疣贅物（VEG）の割面。

RV：右心室。
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た可能性が考えられた。

心内膜炎は関節炎、肺炎、肝膿瘍、子宮炎、乳房炎や

さまざまな化膿性疾患の起因菌を起源として発生すると

されている［２－４］。本症例は、肺炎以外に心内膜炎を引

き起こすような明確な原因病巣は認められていないこと、

また、心室中隔欠損があることから、細菌を含む血液が

肺から左室を通り、心室欠損部より右室へと移行し、肺

動脈弁に心内膜炎を形成した可能性が考えられる。通常

心内膜炎は三尖弁に形成されやすいが、心室中隔欠損の

個体では細菌を含む血液が欠損孔を介して肺循環を繰り

返すため、肺動脈弁に心内膜炎を引き起こしやすいと考

えられた。牛において心内膜炎の起因菌としては、Ar-

canobacterium Pyogenes と Streptococcus spp.が一般的

であるが［２、３、６、７］、本症例の疣贅物からは Escherichia

coli が分離された。肺病変の膿からは菌が分離されな

かったため、心内膜炎の原因菌が肺炎由来であると断定

することはできなかった。

本症例報告は十勝 NOSAIと帯広畜産大学の共同研究

「難診断患畜の臨床病理検索」により行われた。
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